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本研究は,研究課題 [木材切削工具の切れ味評価法 (感覚切れ味 と機械切れ味の定量化)に関する研究]の続報である｡なお,本
研究を ｢学校教育における木材加工 (木工 ･工作を含む)学習指導のための技術的基礎研究 (第32報) TechnicalandFundamental
StudiesonEducationofWoodWorkingTechnicalEducationLesonsofSchool,ⅩⅩⅩⅠⅠ.｣ とする｡
上記の研究 (第31報)および標記の研究 (ⅩXVII)は,長崎大学教育学部紀要 -自然科学一 第70号 37-42(2003.3)に掲載｡


























































































































木材切削工具の切れ味測定と切れ味評価 (ⅩⅩVIII) 韻畏裂猛毒結露吉毒品競農芸髭窺皆 (i)ぴ 25
置および同装置による実験方法などは,既報3日 )と同様である)*1｡
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を用いて行ったo前者による実験では,切れ刃となるナイフ (T2) のすくい面長さ (i?C)を,実測された工具一切屑接触長さ (Ak)
の範囲内で種々変化させ,それぞれのT2に加わる切削抵抗の摩擦力 (F)および垂直力 (N)を測定した｡また,後者による実験
では,切削抵抗の水平分力 (FH),垂直分力 (Fv) の測定,および切屑生成形態の変化の観察を行った (測定方法の詳細は,氏
報4).5)参照)0
分割工具,通常工具いずれも材質は,SKH2で,切れ刃となる刃先角は250で,逃げ角は100-･定とした｡切込量 (i)は0.3,0.5,
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